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インターアクト指導者研修会

2021-22年度インターアクト委員会
委員長 膳所和彦（日田RC）

2021-22年度国際ロータリー第2720地区

2021年5月29日（土）オンライン開催

インターアクトとは

◆1962年に世界で最初のインターアクトクラブが設立された

米国フロリダ州メルボルン高校

◆日本では1963年6月仙台育英学園（仙台東RC提唱）

◆第2720地区では1963年12月大分東明高校（大分RC提唱）

◆「インターアクト」とは

インターナショナル（国際）の「インター」

アクション（行動）の「アクト」

◆ロータリークラブによる提唱・監督を受けなければならない
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国際ロータリー第２７２０地区
インターアクト必携

◆インターアクトクラブ定款（2017年6月改定）

◆インターアクトクラブ細則（2017年6月改定）

◆インターアクトクラブ要覧

インターアクトクラブを健全に運営するために
必要な情報を整理した規範

標準インターアクトクラブ定款

• クラブ運営のための基本的規則

• 第1条から第14条まで

例えば 第3条：提唱（提唱ロータリークラブの関与など）

第4条：会員資格（年齢12～18歳など）

第7条：役員及び理事（会長、副会長、幹事、会計など）

第8条：活動及びプロジェクト（二つの主要プロジェクト

の実施など）

第14条：改正（定款改正はRI理事会によって改正など）

1.学校または地域社会への奉仕
2.国際理解を推進する活動
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推奨インターアクトクラブ細則

• インターアクトクラブ定款を補完し、クラブ共通の慣習を文書化

• あくまで推奨されている細則であり、各クラブ独自のスタイルを反映し作成

• 第1条から第8条まで

第1条：定義（理事会、理事、会員の定義など）

第2条：役員の選挙と任期（会長及び理事任期1年など）

第3条：役員の任務（会長は会合の議事を務めるなど）

第4条：委員会（必要な委員会の設置など）

第5条：会合（理事会、例会の開催についてなど）

第6条：入会金及び会費（会費金額の設定など）

第7条：入会の方法（入会候補者の推薦など）

第8条：改正（例会における改正など）

インターアクトでできること

◆学校や地元地域でボランティア活動をする

◆異文化について学び、国際親善に貢献する

◆学校や地元地域でリーダーシップを発揮する

◆楽しみながら、世界中に友達をつくる
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世界のインターアクトクラブ(IAC)

<2020年3月>

クラブ数 20,372

インターアクター数 468,556

IACのある国数 159

<2021年5月>

14,911

145

342,953

世界のインターアクト活動

アメリカのインターアクトクラブ
では耐久性のあるサッカーボール
をベトナムの子供たちに寄贈

ネパールのインターアクトクラブ
では学校でハーブを栽培し、それ
によって集めた募金で小学生に
「手洗い・衛星キャンペーン」を
実施している

カナダのインターアクトクラブ
では貧しい人々への食糧支援や
ポリオ撲滅のための募金活動に
日々取り組んでいる
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青少年奉仕部門委員会

青少年交換委員会

ロータアクト委員会

インターアクト委員会

ライラ委員会

青少年部門組織図
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RI第2720地区インターアクト
2020-21年度年間スケジュール

• 地区研修セミナー 2020年2月15日（土）

• 地区研修・協議会 2020年4月5日（日）

• インターアクト指導者研修会 2020年5月30日（土）大分市

6月13日（土）熊本市

• インターアクト年次大会 2020年7月25日（土）26日（日）

専修大学玉名高校（玉名中央RC）

• 台湾交換学生研修 未定

• 委員長連絡協議会（オンライン） 2021年3月27日（土）

→ 6月21日（日）

中止

中止

活動報告書作成
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アンケート調査の実施

対象：RI第2720地区インターアクトクラブ26校

期間：2020年2月

回答：26校中19校（回答率：73.1%）
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⚫ インターアクト活動に関する調査
① 毎月定期例会を開催している
② 毎月提唱ロータリークラブと接している
③ 活動内容に満足している
④ 部員数は確保できている
⑤ より規模の大きな国際的活動がしたい

⚫台湾交換学生研修旅行に関する調査
① 台湾との交換学生研修旅行について
② 台湾との交換学生研修旅行の参加について
③ ホームステイについて

インターアクト活動に関するアンケート調査

はい

53%

いいえ

47%

定期例会を開催している

はい

63%

いいえ

37%

提唱RCと連携している

はい

74%

いいえ

26%

活動内容に満足している

はい

68%

いいえ

32%

部員数は確保できている

はい

58%

いいえ

42%

国際的活動がしたい
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台湾交換学生研修旅行に関するアンケート調査

参加

58%

不参加

5%

未定

37%

台湾交換研修旅行参加について

賛成

68%

反対

11%

不明

21%

ホームステイについて

賛成

89%

反対

0%
不明

11%

台湾交換研修旅行実施について

アンケート調査の結果を踏まえて

◆定期例会の開催や提唱ロータリークラブとの連携が十分では
ないので、各クラブ担当者は積極的にインターアクトクラブ
へアプローチし、改善を図る必要がある。

◆国際的活動への関与や参加を促すための対策が必要である。

（但し、新型コロナウイルス感染症問題の解決が前提）

◆ホームステイによる台湾交換研修旅行については肯定的な意
見が多く、今後その実現に向けて努力しなければならない。



10

RI第2720地区インターアクト
2021-22年度年間スケジュール

• 地区研修セミナー 2021年2月20日（土）オンライン

• 地区研修・協議会 2021年4月18日（日）オンライン

• インターアクト指導者研修会 2021年5月29日（土）オンライン

• インターアクト年次大会 2021年8月28日（土）オンライン

柳ヶ浦高校（提唱クラブ：宇佐RC）

• 台湾交換学生研修（学生交流） 201年8月？ 未定（オンライン？）

• 委員長連絡協議会 2022年3月26日（土）予定

中止

2021-22年度インターアクト年次大会

◆2021年8月28日（土）
オンライン開催を計画

◆担当校：柳ヶ浦高校

◆提唱クラブ：宇佐ロータリークラブ
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◆ 2021年度も交換学生交流は実施できない

◆オンラインによりリモートでの実施を計画

◆ 2021年8月初旬を予定

年次大会開催日(8/28)やCOVID-19感染状況を考慮

◆１(日本の学校)：１(台湾の学校)での対面式交流を行う

◆詳細については地区委員会で検討

2021-22年度インターアクト台湾学生交流
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青少年と接する際の危機管理

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加するす
べての青少年のために、安全な環境をつくり、維持
するよう努める。ロータリーアン、その配偶者、そ
の他のボランティアは最善を尽くして、接する児童
および青少年の安全を考え、肉体的、性的、精神的
虐待から彼らの身の安全を守るため、最善を尽くす
責任がある。

【青少年と接する際の行動規範に関する声明】

⚫ 地区ガバナーが青少年プログラムの監督・責任を負う

⚫ 参加ボランティア（ロータリアン、ノンロータリアン）の
選定と管理

審査・選考し、さらに研修を行う

⚫ 「zero-tolerance policy～ゼロ容認方針」
いかなる違反も法規適用とし、報告義務がある

⚫ 第三者による調査（警察、児童保護課、社会福祉課など）
申立てがあれば、すべて独立した機関により調査を行う

ロータリーにおける青少年保護のポイント➀



13

⚫ 適切な法執行機関（警察、児童保護課、社会福祉課など）へ報告
国際ロータリーへも72時間以内に報告

⚫ 地区青少年プログラムを守るため法人を設立
地区全体または多地区合同青少年プログラムの法人化が必要
RIJYEM（国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構）が
2017年12月に設立され、第2720地区も加入している

⚫ 賠償責任保険への加入（第2720地区は加入済）

⚫ 研修前に保護者へ説明を行い、書面での許可を得ること

ロータリーにおける青少年保護のポイント②

https://www.rotary.org/ja/get-involved/interact-clubs/detail よりダウンロード
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国際ロータリーからのメッセージ

NEW! オンラインの奉仕学習

2021-22年度国際ロータリー会長 シェカール・メタ


